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命を守る力
１２月１１日（水）、校内避難訓練を実施しました。今

回の訓練は防災担当の益田教諭のこだわりで、より実際
に近い状況を設定してのことでした。
通常は授業中に火災が発生したという設定で、教室に

いる職員が指示を出して避難誘導するというものですが、
今回は昼休み中の実施とし、職員がそばにいないという
設定で、しかも事前に実施日時を知らせないで行いまし
た。その結果は消防署の隊員の方がびっくりされる
くらいスムーズに避難できました。誘導した職員にして 【驚くほどスムーズな避難】

も臨機応変に対応出来ていたという報告を受けました（私は出張で立ちあえませんでした。
・・・残念）。「自分の命は自分で守る力」と「預かった生徒の命を守る力」を今後も更に
積み上げていきたいと思っています。

いざというときに備えて
右の写真は２年生が体育の授業で取り組んだ心肺蘇生

法の訓練の様子です。心臓マッサージや人工呼吸法に加
えてＡＥＤの使い方等についても学びました。いつ何時、
このような場面に出くわすかわかりません。きっとその
ような場面に出くわせば冷静に対応することは難しいは
ずです。だからこそこういう学習を何度も重ねて、正し
い知識と技術を身につけていきたいものだと思っていま
す。

ピンチはチャンス 【元気よく出来ました】

１２月１８日（水）、校内人権子ども集会を開催する予定で
した。ところが体調不良の生徒が多数出始めている状況だっ
たため、急きょ、一堂に会しての集会はやめました。職員室
で対応策を話し合う際に、職員から「タブレットで各教室を
つなぎ、電子黒板に映し出して取り組めます。」という提案が
ありました。そしてあっという間に準備してくれての開催で
した。生徒もそういう状況に何の違和感もなく対応してくれ
ました。人権学習会の内容もとても素晴らしく、本校生徒の
温かさがにじみ出る会だったのですが、そのことについては各 【積み上げた成果】

学級通信でご覧ください。本校生徒も職員もピンチをチャンスに変えて頑張ってくれた取
組となりました。

頑張りました
第２ステージから第３ステージにかけて、本校生徒は絵画や作文、部活動で様々な表彰

を受けています。おめでとうございます。
以下に紹介します。
社会を明るくする運動作文コンテスト 県知事賞 畑本 凛音 さん
くまもと子どもの美術展 特選 川津 ひなた さん

〃 〃 住永 実優 さん
愛鳥週間ポスターコンクール 県銀賞 下城 舞愛 さん
阿蘇郡市中学学年別卓球大会(２年の部) 優勝 秋好 誠梧 さん

３位 佐藤 駿 さん
〃 （１年の部） ２位 坂本 優希 さん 【県表彰式の様子】

３位 松﨑 友哉 さん
３位 福嶌 和徳 さん

生命保険文化センター作文コンクール 県佳作 佐藤 樹 さん
読書感想画コンクール 県入選 岩本 侃聖 さん

県入選 菅原 由希 さん


